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研究成果の概要（和文）：外国語教育において，教員と学生の対話時間は教育効果に非常に重要

な要素である．大人数のクラスに対する教育に IT 技術が効果的である．本報告では，学生の

面接テストを評価するための Virtual Interviewing System (VIS)の開発と実践について述べる．本

研究の目的は，学生の将来を決定する就職面接やスピーキングテストのために，学生の実践を

支援し英語コミュニケーションスキルを高めることである． 
 
研究成果の概要（英文）：Teacher-student time is an important variable in effective education for the 
EFL classroom. Technology is an effective way to combat large class sizes. In this report, we would like 
to discuss our development and usage of our Virtual Interviewing System (VIS) for assessing student’s 
language interviews. The purpose of this research is to help students practice and enhance their 
communicative skills for that future job interview or speaking test that determines their academic future. 
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１．研究開始当初の背景 
 外国語教育において，教員と学生の対話時
間は教育効果に非常に重要な要素である．し
かしながら，我が国では 1 クラスが 40 人程
度の学生で構成されるため，個々の学生に対
してスピーキング練習に費やすことのでき
る時間はごく僅かである．すなわち，これま
での英語教育ではリーディング，ライティン
グ，文法が主体でありスピーキング練習があ

まりなされてこなかった．現在，我が国の
TOEFL iBT のスピーキングセクションの結
果は 110 カ国中最下位である． 
 海外留学，入学試験，ビジネス界では昇任
条件として，最近注目度が増している
TOEIC/TOEFL あるいは英検等の各種試験
においてインタビュー形式のテストが課せ
られている．これは実際に海外に行って活躍
するためにはコミュニケーション能力が必
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須要件であることを示している．このように，
スピーキング能力あるいはコミュニケーシ
ョン能力に対する教育は急務であるにもか
かわらず，クラスを対象とした従来の授業形
態ではそれを実現することは困難な状況に
ある． 
また，本校では海外の機関と提携し独自の

留学制度を構築している．当初，提携機関で
は学生が到着する前にカリキュラムを準備
するため，当該学生の言語能力を評価するた
めの信頼性の高い方法を必要としていた．ま
ず，エッセイやオンライン多肢選択アセスメ
ントテストを使用したが，これらはコミュニ
ケーションレベルの評価には十分ではなか
った．そこで，我々は学生のビデオインタビ
ューをアップロードし，これらのテストを置
き換えた．その結果，学生のコミュニケーシ
ョンスキルがより適切に評価され，短い期間
内に学習を最大限に引き出すことができた． 
 
２．研究の目的 
コミュニケーション能力（ヒアリングとス

ピーキング）の向上には教員と学生が一対一
で向き合うことが理想ではあるが，上述の背
景から我々は IT 技術を用い，仮想的に一対一
の学習環境を作りスピーキングの機会をで
きるだけ多く与えるために Virtual Interview 
System(VIS)を開発することを目的とする． 

 
３．研究の方法 
(1)基本システム 

VIS は，10 分程度の時間でクラス全員に同
時にインタビューテストを行えるよう，web
カメラ等で取得した画像/音声をサーバに記
録するシステムを構築する．具体的には， 
① 各学生はwebカメラとヘッドセットが取

り付けられた PC を使用し，これらをク
ライアントとするサーバを用意する． 

② あらかじめ教員が質問を記録した動画像
を多数用意しサーバに置く． 

③ 質問動画像をランダムに学生に提示する．
これに対して学生は決められた時間内に
回答する．回答を記録した動画像をサー
バに転送する． 

④ その後，教員がサーバからクラス全員の
回答動画像を再生し採点を行う． 

(2)音声自動採点機能 
音声処理技術を用い，制限時間内の発声単

語数，文章数のカウント，リズム，ピッチ，
イントネーション，発音等の抽出とネイティ
ブとの比較評価，正誤問題，選択問題，穴埋
め問題等の基本問題を自動採点できる機能
を構築する． 
(3) 顔画像処理 
画像処理技術を用い，ログイン時と回答中

の本人確認のための個人認証，回答中の顔向
き，表情等インタビューの評価に大きな影響

を及ぼす非言語コミュニケーションを定量
的に評価する機能を構築する． 
(4)VIS の評価実験 
 本校国際流通学科の授業で試用実験を行
い，より使いやすいシステムへの改良を行う．
また，VIS の教育効果について検討する． 
 
４．研究成果 
(1)基本システムとその評価 

VIS は、Web カメラとヘッドセットを搭載
したクライアントコンピュータに接続され
たネットワークサーバで構成した．プログラ
ミングは on Rails の ADOBE FLASH と Ruby
を用いた．プログラム自体は YouTube などの
人気ストリーミングビデオサイトのように
動作する．インタビューでは、学生は教員に
よって与えられる質問動画像を見た後，難易
度に応じて決められた時間内に回答を行う
（図 1）．回答は自動的に圧縮記録し，サーバ
にアップロードされる．試用実験ではクラス
全員のファイルが同時に転送できることを
確認した．図 2 は授業風景を示す．教員は管
理者のセクションに移動し，グレード，彼ら
が選択した基準に 5 点満点で採点できるよう
になっている．学生は，記録のセクションに
ログインし，自分の回答動画や採点結果を閲
覧することができる． 
研究期間内で，ユーザインタフェースに多

くの改良を加えてきた．これらの改良は，シ
ステムの有効性と使いやすさを高めるため 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 1 ベータ 2 のスクリーンショット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 授業風景 

 



 

に役立てた．図 3，図 4 は，これまでの 3
つのベータ版のそれぞれの後にとったアン
ケート結果を示す．ベータ 1（68 名の学生に
調査）はクライアントベース，ベータ 2（142
名の学生に調査），ベータ 3（86 名の学生に
調査）はブラウザベースである．結果は改良
を加える毎に積極的になってきた．また，本
システムをブラウザベースで構築したこと
により，場所や OS を選ばず実行できること
も特徴の一つである． 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 このシステムは使いやすかったか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 英語スピーチの練習に効果的か？ 

 

(2) 音声自動採点機能 
音声認識に関してはロゼッタストーンや

ニュアンスのドラゴンスピーチなど，多くの
優れた製品が存在する．しかしながら，これ
らは必ずしも大規模な学術利用に向けてつ
くられているわけではない．これらの既存の
システムは高価であるか柔軟性に欠け，本シ
ステムにそのまま適用できない．さらに、生
成されたオーディオファイルやビデオファ
イルを簡単に抽出し処理することが困難で
ある． 
当初，フリーソフトウェアである Microsoft

の英語認識エンジンとジュリアスの使用を
試みたが，日本人が発声する英語では誤認識
が多く発生し使用を断念した．本システムで
は，学生が標準的なアメリカや英語のアクセ
ントを模倣する（正しく発音する）ことが目
的ではない．多少発音は正しくなくても言い
たいことが伝えられるためのスピーキング
の練習を目的としている．このためには，認
識に用いる音響モデルを日本人用（非ネイテ
ィブスピーカー）にカスタマイズすることが
必要と判断した． 
カーネギーメロン大学では音声認識エン

ジン Sphinx を開発しているが，研究代表者は
同大学の研究者と連携し，日本人のアクセン
トに適合した音響モデルを開発するための
データベースの構築に着手した．これと並行

して，選択問題を英語の発声で解答し，これ
を Sphinx により自動採点する機能を開発し
た．現状では，ネイティブスピーカーによる
実験では 90%程度の認識率が得られるが，日
本人では 70-80%の認識率である． 
 
(3) 顔画像処理 

ログイン用顔認証システムに関して，家庭
用 DV カメラと蛍光灯照明を用いて基本的な
プログラムを作成し，10 人の被験者が 2 ヶ月
間ほぼ毎日認証する予備実験を行った．10 枚
の登録画像に対して 1 枚の画像で認証した場
合 97％，3 枚の画像では 100％と満足できる
認証率が得られた．しかしながら，実際の使
用を想定し安価な web カメラと LED を用い
た簡易照明を用いてクラス 40 人に対して実
験を行い 95％と認証率が低下した．そこで，
精度向上を図りゲーム用モーションキャプ
チャデバイスであるKinectを使用して深度情
報に基づくマッチング法を開発した． 
 一般的に，RGB 画像を用いる 2 次元（2D）
顔認証は，虹彩，静脈，指紋を用いた認証に
比べ認証精度が低いという知見が存在する．
これは顔向きや照明方向の違いによって特
徴点の位置関係が変わってしまうことに起
因する．この課題を解決するため多数の条件
変動画像を考慮する等の研究が行われてい
るが計算コストは増大する． 
これに対して，距離画像を用いる 3 次元

（3D）顔認証は認証率の最も高い虹彩認証に
近い認証精度が得られる．3D 顔認証の最大
の課題は計測システムが非常に高価なこと
である．Kinect は安価に深度情報を取得でき
ることが大きな特徴であるが，320×240 の赤
外線画像から簡易的に深度情報を算出する
ため，認証精度の低下が予想される．さらに
簡易計測のため顔向きによって鼻側面の情
報が自己遮蔽によって欠落する部分が生じ
る． 
 そこで，本システムではほぼ正面を向いた
顔画像のみを選択的に取得し，Kinect からの
距離で正規化した顔マスクを照合に用いる
ことで，情報の欠落を防ぎ，顔向きやサイズ
に対する条件変動の処理軽減を図った．また，
深度情報を用いることは，従来課題であった
顔検出，照明方向による明るさの違いの考慮，
顔特徴点の抽出等の処理軽減が期待できる． 
すべてのフレームに対して鼻頭の検出を試
みる．ある距離範囲に鼻頭が検出でき，推定
される顔向きがほぼ正面と判断されたら，顔
領域の抽出，正規化を行い顔マスクを作成す
る．顔マスクの照合に用いる指標は 2 枚の顔
マスクの平均距離とする．平均距離算出時に
単純な傾き補正とサブピクセル単位の位置
補正を行う． 
 以上の処理手順で 24 人の被験者に対して，
5 回の撮影で得た 100 セットの顔マスクを
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総当たり(7140 組)で比較した．図 5 は平均距
離のヒストグラムを示す．本人の組み合わせ
は黒色，他人の組み合わせは灰色で示す．図
において，本人の平均距離は，0.59 mm～ 
1.37 mm(平均 0.953 mm)の間に分布し，他
人の平均距離は 1.30 mm～ 11.17 mm(平均
3.17 mm)の間に分布した．両者の重なりは 4
組であり，1 枚の登録データと 1 枚の認証デ
ータでほぼ認証が可能であることを示して
いる．本結果より，これまでのエッジを用い
る方法に比べ認識率が格段に向上すること
が確認できた．さらに，深度情報を用いて顔
向きの推定が容易に行うことができ，頬や口
角の詳細な情報が検出できれば，顔表情の判
定も可能である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 平均距離のヒストグラム 
 
(4) 今後の展望 
顔認証に関する研究において，我々は

Microsoft の Kinect や Asus の Xtion Pro などの
多次元モーションセンサーカメラを用いる
ことで格段に精度を高めることができた．モ
ーションセンサーカメラはもともとゲーム
用に骨格検出が可能であるため，ジェスチャ
を検出することが可能になる．すなわち，ジ
ェスチャに代表される非言語的コミュニケ
ーションスキルの教育を支援するシステム
が開発できると考えている． 
非言語コミュニケーションに関しては 

"7％-38％-55％ルール"が有名である．このル
ールは感情や態度を相手に伝える，いわゆる
コミュニケーションの 7％は話し言葉，38％
は声のトーンから，そして 55％がボディラン
ゲージで構成されるというものである．一般
的に，ほとんどの研究者は非言語コミュニケ
ーションの重要性を 50～65％に見積もって
いる． 
モーションセンサーカメラを使用するこ

とにより，VIS を非言語コミュニケーション
を含めた概念に拡張することができ，ひいて
はコミュニケーション全体を向上させるシ
ステムの開発が可能になる． 
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